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２０２２年１2月
外務省

開催日時

G７広島サミット・ロゴ

２０２３年５月１９日（金曜日）から２１日（日曜日）

参加者 Ｇ７メンバー
日、伊、加、仏、米、英、独（議長国順）の７か国首脳
並びに欧州理事会議長及び欧州委員会委員長。

招待国・国際機関
国：豪州、ブラジル、コモロ（アフリカ連合（ＡＵ）議長国）、
クック諸島（太平洋諸島フォーラム（ＰＩＦ）議長国）、インド（Ｇ２０議長国）、
インドネシア（ＡＳＥＡＮ議長国）、韓国、ベトナムの８か国の首脳

国際機関： 国連、国際エネルギー機関 （ＩＥＡ）、国際通貨基金 （ＩＭＦ）、
経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）、世界銀行、世界保健機関 （ＷＨＯ）、
世界貿易機関 （ＷＴＯ）の7機関の長

Ｇ７を意味する７色の折り紙
をモチーフに、Ｇの形のクリッ
プで束ねている。世界平和に
対しての結束や一体感をイ
メージ。
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今日国際社会は、コロナ禍に見舞われ、また、国際秩序の根幹を揺るがすロシ
アによるウクライナ侵略に直面し、歴史的な転換点にある。

背景

G７広島サミット

２つの視点

１． 法の支配に基づく国際秩序の堅持

力による一方的な現状変更の試みやロシアが行っているような核兵器による
威嚇、ましてや、その使用はあってはならないものとして断固として拒否し、法
の支配に基づく国際秩序を守り抜くとのＧ７の強い意志を力強く世界に示す。

２． グローバル・サウスへの関与の強化

エネルギー・食料安全保障を含む世界経済や、気候変動、保健、開発といった
地球規模の課題へのＧ７としての対応を主導し、こうした諸課題へのＧ７によ
る積極的な貢献と協力の呼びかけを通じ、グローバル・サウスと呼ばれる国々
への関与を強化する。

日本のＧ７議長国下における優先課題

ウクライナ、核軍縮・不拡散、インド太平洋、経済的強靱性・経済安全保障、気
候・エネルギー、食料、保健、開発、ジェンダー、デジタル

２つの視点とＧ７日本議長国下における優先課題
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 地域情勢

・ウクライナ：Ｇ７はロシアによるウクライナ侵略を法の支配に基づく国際秩序へ
の挑戦と捉え、これまで結束して対応。Ｇ７として引き続き対露制裁及びウクラ
イナ支援を強力に推進していく。

・インド太平洋：「自由で開かれたインド太平洋」に関するＧ７の連携を改めて確
認・強化する。

 核軍縮・不拡散

「厳しい安全保障環境」という「現実」を「核兵器のない世界」という「理想」に結

びつけるため、Ｇ７として現実的かつ実践的な取組を進めていくとの力強いメッ

セージを発信すべく議論を深める。

 経済的強靱性・経済安全保障

G7エルマウ・サミットの首脳コミュニケで初めて言及。サプライチェーンの強じ

ん化、非市場的政策及び慣行、経済的威圧への対応等の経済安全保障課題に取

り組む。

G７広島サミットの重要課題
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 気候・エネルギー

ロシアによるウクライナ侵略によりエネルギー安全保障確保の重要性が再認識
される中においても、２０５０ネット・ゼロに向けた目標は不変。主要排出国を巻
き込みながら、各国・地域の事情に応じた強靱なエネルギー移行の道筋を示して
いく必要あり。

 食料

現下の食料危機を踏まえ、全ての人々の廉価で安全な栄養のある食料へのアク
セスと強靱な食料安全保障の確立が急務。そのため、喫緊の食料問題に対処しつ
つ、世界の食料システムの構造的脆弱性を特定し、その克服への道筋をつける。

 保健

新型コロナの教訓を踏まえ、将来の健康危機に対する予防、備え及び対応を中
心に、グローバルヘルス・アーキテクチャーを構築・強化する。また、より強靱、公
平かつ持続可能なユニバーサル・ヘルス・カバレッジ達成に貢献するとともに、
様々な健康課題に対応するためのヘルス・イノベーションを促進する。

 開発

２０３０アジェンダ及びSDGｓの全ての目標の達成に向け、人間の安全保障の
考え方を踏まえつつ、「人」に着目し、危機下の脆弱な人々への支援を念頭に議論
を行う。また、不透明・不公正な開発金融への対応を議論する。

 ジェンダー、人権、デジタル、科学技術等の分野についても、引き続き取組を
推進。



宮崎県・宮崎市
農業大臣会合

４月２２日～２３日

東京都
司法大臣会合
7月７日 6

北海道・札幌市
気候・エネルギー・環境大臣会合

4月15日～16日

茨城県・水戸市
内務・安全担当大臣会合
12月8日～10日

新潟県・新潟市
財務大臣・中央銀行総裁会議

5月11日～13日

群馬県・高崎市
デジタル・技術大臣会合
４月２９日～３０日

宮城県・仙台市
科学技術大臣会合
5月12日～14日

三重県・志摩市
交通大臣会合
6月16日～18日

大阪府・堺市
貿易大臣会合

10月28日～29日香川県・高松市
都市大臣会合
7月7日～9日

長崎県・長崎市
保健大臣会合
５月１３日～１４日

岡山県・倉敷市
労働雇用大臣会合
４月２２日～２３日

栃木県・日光市
男女共同参画・女性活躍担当大臣会合

６月２４日～２５日

長野県・軽井沢町
外務大臣会合
４月１６日～１８日

広島県・広島市
首脳会合

５月１９日～２１日
富山県・石川県
教育大臣会合
5月12日～15日

（参考）関係閣僚会合開催地

日本各地で１５の関係閣僚会合を開催。



（参考）近年のＧ７サミットの議論の流れ

日程 ・ 場所：２０２２年６月２６日（日曜日）～２８日（火曜日）
全体テーマ：「公正な世界に向けた前進」

 ロシアによるウクライナ侵略に対し、Ｇ７が結束して国際社会の秩序を守り抜くことを
確認。

 岸田総理は、ロシアによるウクライナ侵略への対応や、物価対策を含む世界経済、イン
ド太平洋などの地域情勢、気候変動といった課題について、２０２３年のＧ７日本議長
年を見据え、日本として積極的にＧ７の議論を主導。

２０２２年：Ｇ７エルマウ・サミット（独）

日程 ・ 場所：２０２１年６月１１日（金曜日）～１３日（日曜日）
全体テーマ：「より良い回復」

 新型コロナウイルス感染症の世界的拡大以後、初めて対面で開催されたG7サミットで
あり、G7として協力して新型コロナに打ち勝ち、より良い回復を成し遂げ、国際協調と
多国間主義に基づき、民主的で開かれた経済と社会を推進することで一致。

 議長のジョンソン英国首相が掲げた「より良い回復」という全体テーマの下、G7の中心
的議題である、世界経済・貿易や外交・安全保障について、G7首脳間で率直な議論が
行われた。新型コロナ対応を含む国際保健、気候変動・生物多様性及び基本的価値に
関する議論については、アウトリーチ国や国際機関からの参加も得て、議論が行われた。

２０２１年：Ｇ７コーンウォール・サミット（英）
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https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.bta.bg/en/gallery/showImage/?image%3D5416385&imgrefurl=http://www.bta.bg/en/gallery/image/5416385&docid=kloLtjaw-8lVlM&tbnid=wo-H9foQ3opg4M:&vet=1&w=620&h=427&itg=1&bih=531&biw=776&ved=0ahUKEwj9i97Ou6rfAhUQ5rwKHaVrCdkQMwg4KAAwAA&iact=c&ictx=1

